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年頭のごあいさつ 
会長 加 藤 寛 治 

明けましておめでとうございます。 

平成 21 年の新春を迎えるにあたり、謹んでお慶び申し上げます。 

平素は、当商工会運営に対しまして格別なるご理解、ご支援賜り厚くお礼申し上げます。 

伊豆の国市商工会は新たな商工会活動をスタートさせ 2 年目となり、本年度は経営支援の強化、活力 

ある地域づくりの取り組みを中心として、合併効果を活かした事業に取り組んでいます。 

昨年の経済状況は食の安全を脅かす多くの偽装問題、世界的な金融危機による景気低迷等、経済を揺 

るがす状況によりかつてない厳しい現状となりました。 

特に、景気後退による個人消費の低迷は商工会地域の小規模事業者にとって更に厳しいものとなって 

います。 

このような状況の中、昨年１２月に伊豆の国市商工会は行政からの支援も受け、地域経済の活性化、 

小売業者の活力向上を目的に１０%加算の期間限定の「プレミアム商品券」を発行致しました。地域密 

着の営業活動を改めてアピールできる機会として捉え、商業部会を中心に各地域の商店街組織が連携し、 

経済効果に繋げる事業として積極的に取り組んでいます。消費拡大による経済活性化と共に合併効果の 

スケールメリットを活かしたこの事業で商店街の連携に向けての取り組みにも期待しているところです。 

又、特産品開発事業は農商工連携のもとに情熱大陸《 伊豆〔真っ赤ないちご〕と〔真っ赤な野菜シリ 

ーズ〕活用プロジェクト》をテーマに、苺アイスクリーム、赤い野菜の漬物の試作品が開発されています。 

それと共に赤の野菜のブランド化にも取り組んでいます。農商工連携は農林水産業と商業・工業の産業 

の壁を越え、それぞれの強みを活かした取り組みによる活性化です。 

伊豆の国市も安全・安心・健康のまちづくりを掲げ、地産地消による循環型社会形成を目的とする高 

機能野菜栽培に取り組んでいます。商工会は行政の野菜栽培の支援も受け、地域産業の掘り起こしで伊 

豆の国市の活性化に繋がる特産品を目指しています。 

他にも、地域要望活動の展開や定住促進に向けたまちづくりの取り組み、住民交流のｲﾍﾞﾝﾄの開催等、 

地域との連携により地域と協働による事業も推進しています。 

本年も地域と協働で地域の活性化に向けた活動を展開してまいりますので、ご支援、ご協力を御願い 

申し上げ年頭のご挨拶と致します。 

自宅・オフィスのパソコンから確定申告！ 

e-Tax（国税電子申告・納税システム）は、自宅やオフィスからインターネットを利用して申告が 

でる大変便利なシステムです。 

・ e-Tax で確定申告をすれば医療費の領収書や源泉徴収票の添付が省略できます。 

・ e-Tax で確定申告をすると最高 5,000 円の所得税の控除が受けられます。 

・ e-Tax で還付申告をした場合、通常の申告より早期還付処理が行われます。 

e-Tax のご利用に当たっては事前に、e-Tax 利用の届出（インターネット上で出来ます。）と住民基 

本台帳カードの取得が必要になります。e-Tax のご利用、ご相談は伊豆の国市商工会まで！ 

また、e-Tax 詳細は国税庁ホームページ http://www.nta.go.jp/e-tax/ に記載されております 

新年に向けて 

日本政策金融公庫 

沼津支店長 濱田龍彦 

新年あけましておめでとうございます。 

さて、昨年は米国のサブプライム・ローンに端を発し、金融不安が広がり「株安」「円高」など景気 

悪化と信用収縮の負のスパイラル（らせん状の同時進行）が引き起こされた１年でした。このような 

状態から脱却できるのには数年を要すると思われます。 

そんな中、我が公庫は昨年 10 月 1 日に旧国民生活金融公庫が他の政府系金融機関 3 機関と統合し 

「日本政策金融公庫」となりました。統合の前までは私は「こくきん」は統合後も変わらず「小企業の 

専門店」として今までと同様に頑張ってまいりますと言ってきました。しかし、統合後は変わってい 

かなければなりません。ではどう変わるのか。これから公庫は地域にどのような貢献ができるのかを 

考えていかなくてはならないと思っています。単に融資のみを業務にしていたのでは駄目だと思って 

います。 

昨年は全国で初めて沼津支店でＴＫＣ静岡会の税理士の方々と経営セミナーを開催致しました。好評 

でしたので今年も工夫して実施したいと思っています。 

公庫は変革していかなければなりません。商工会もまた変革していかなければなりません。そして、 

会員の皆様も意識を変えなくてはなりません。会員の皆様も商工会が何をしてくれるのかを考えるので 

はなく、商工会とどう係わりを持って活動していけるのかを考えていただければ商工会も一段と変革し 

発展していけるのではないでしょうか。 

今後は公庫もお客様の幅広いニーズに応えていくよう努力していきたいと思っていますので、皆様の 

ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

最後になりましたが、今年が伊豆の国市商工会と会員の皆様に良き年でありますよう心からお祈り申 

し上げます。

http://www.izunokuni.org/
http://www.ohito.jp/
http://www.nta.go.jp/e-tax/


※上記広告掲載希望の会員さんは、
　本所･各支所へお申込み下さい。 

但し、自己で作成したものをそのまま 
掲載する場合（1枠 ￥３，０００） 

１枠　\３，５００ 
２枠　\７，０００ 

☆ 地域資源：「真赤なイチゴ」と「真赤な野菜」活用プロジェクト ☆ 

特産品開発委員会より 

プロジェクト委員会では、農商工連携による地域資源を活用した特産品開発（加工品）と赤の野菜 

シリーズのブランド化に取組んでいます。食の安全、安心を消費者に提供することを基本方針と考え、 

試作品を作るにあたり化学肥料を使用しないで、市内で開発した堆肥のみで栽培を行っています。 

「赤の野菜シリーズ」としてレッドチャイム・赤色大根・赤色丸大根・青京赤長水・赤カブ・赤ネギ 

等収穫を迎え、秋の収穫祭、韮山商工祭、伊豆長岡商工祭にて PR を実施し、多くの来場者から好評 

を得ました。また、東京の有機野菜などを活用している「農家レストラン」にて調査、PR をお願いし 

たところ、安全な食材と豊富な栄養素が含まれていることで赤い野菜に高い評価を得えています。 

このことにより、商工会では青果店での販売、飲食店のメニューに赤の野菜を取り入れるなど野菜の 

ブランド化を目指していますので是非、ご賞味ください。 

また、特産品（加工品）としてイチゴアイスクリームと漬物の試作品の市場調査も実施し、来年度は 

伊豆の国市内にて、季節限定商品として販売の予定です。 

今後も、より安全で美味しい野菜の栽培に取り組み伊豆の国市産としての野菜販売を首都圏も含めた 

販路拡大に向け事業展開を推進します。 

伊豆の国市長岡1117-9 
㈲サト ウ薬局 
TEL 055-948-0606 　 FAX 055-948-6127 

保険調剤、 医薬品、 化粧品(ト ワニー･リ サージ) 

健康で美し く 明るい毎日を 

原珠算教室 

0558-76-1038 

伊豆の国市吉田625 

そろばんは、 
計算力・集中力・記憶力・右脳開発に最適 

( 各種)弁当　 600円より 
( 各種)丼物　 500円より 

時間 数量 地域により 配達出来ない場合が有り ます。
　 　 　 　 　 （ お持ち帰り の割引有り ） 

宴会20名可 

大仁郵便局前 たけ 0558( 76) 0221 
0558( 75) 0160 TEL 

㈲　 小　 林　 酒　 店 

和洋酒・ 食料品・ タ バコ 

TEL 055-948-0548／FAX 055-948-6568 
伊豆の国市北江間1308 

キク イ モチャ ーハン再開し まし た。 

新年会･各種宴会
　 　 　 　 　 承り ます。 

華々 
営業時間 / 11：00～14：00
　　　　　 17：00～20：30 

住所 / 伊豆の国市中726 
電話/055-949-4004　 定休日 / 火曜日 

少林少女応援企画
　　伊豆の国チャーハン 

伊豆長岡駅より徒歩１０分。 
Ｒ１３６「反射炉入口」交差点入る。 

伊豆の国市長岡1078-1 
TEL 055-948-0151 
FAX 055-948-3157 
URL  http://www.ryuugetu.com 
e-mail shopmaster@ryuugetu.com 

毘沙門天祭 

日時: 1月2日( 金) 午前7時より 
場所: 洞泉院本堂 

謹賀新年 毎年、大仁の洞泉院本堂において、毘沙門天祭が 
執り行われています。 
商売繁盛・家内安全・開運招福・必勝祈願・諸願 

成就 新年を迎え新たな気持ちで、達磨さんをお迎 
えしてはいかがですか? 

有限会社 中野生花店 
0558-76-1123



《事務所内約束事》 

記事Ａ・Ｂについては、伊豆の国市商工会全体の記事としてとらえ、記事を本所が作成する。※１（データにて作成し、共通フォルダに入れ込む） 

（1） 記事①・②・③紙面については、各本所・伊豆長岡支所・大仁支所ごと責任を持って、毎月必ず記事を埋める。 （※１） 

（2） 記事①・②・③紙面については、1 ヶ月ごと、本所・伊豆長岡支所・大仁支所でローテーションする。 

（3） 企業広告は毎月、各本所・伊豆長岡支所・大仁支所ごと責任を持って必ず企業を集め、完成させる。 （※１） 

（4） 企業広告は、10 件分を 3 等分する。但し 3 ヶ月に１度、４件分を担当する。 

（5） 印刷会社への提出締切日の関係で、毎月１２日までにデータにて紙面を作成する。但し、年始月（1 月号）の締切は、これに限らない。 

本所、支所にて日程的に無理な場合は、相談しながら進める。 

（6） 広告 1 枠の金額は、3,500 円とする。また、１企業が 2 枠分を使用する場合は、7,000 円とする。 （ただし、自分で作成したものを加工せず広告に載せる場 

合は 1 枠 3,000 円とする） 

枠のサイズ 
（１） （３） 

（２） 
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